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マメ科のAstragalusmongholicus Bunge、黄香、 astragalosideI 
（モンゴル冨ウブルハンガイ県にて、 2006年7月22呂、小松かっ子撮影）
黄者は古来補薬の長とされ、補中益気湯、人参養栄湯、黄誉建中湯などに記合されるc
これまで黄者エキスに強壮、免疫賦活、血圧誇下、利尿作用などが報告されてきたが、近年
サボニン成分のastragaloside類に神経突起待展、シナプス再形成、記需産害改善作用も見出さ
れ、高齢者医療に有用な生薬として再認識されている。
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